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はじめに1

　泥水式推進工法の歴史や基礎知識・特徴に
ついては本誌Vol.35 No.4（2019年4月）の「大
中口径管推進工法の基礎知識・泥水編」にて、
解説されております。今回はその応用・発展に
関し、特に大口径泥水式推進工法に使用する
掘進機等の機械設備の選定を中心に解説いたし
ます。

掘進機の選定2

　掘進機の選定は土質条件に適合することが最
も重要です。推進工事での各種トラブルの発生
原因には施工現場の土質に掘進機が適合して
いない場合が多くあります。工事設計段階で十
分な土質調査が行われていないケースや、土質
の判断が難しい場合には追加の土質調査を行う
ことが必要です。実際には想定土質より厳しい
土質に対応可能な掘進機を選定することが必要
となります。以下、図－１〜3に示す大口径泥
水式掘進機の3方式を参考に説明します。
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図−1　標準機

図−2　ローラカッタ方式

図−3　機内クラッシャ方式
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2.1　現場搬入における掘進機の選定
　通常、推進工事で使用する掘進機は現場に適
応するように整備・改造を製造メーカ等が行い搬入
します。現場への搬入は道路法等の諸規制により
積載状態で幅2.5ｍ以下、高さ3.8ｍ以下、総重量 
20〜25ｔ以下等の条件をクリアしなければなりませ
ん。それを超える場合には特殊車両の通行許可を
所管庁に申請する必要があります。呼び径3000の
掘進機では機械外形φ3,520mm前後で重量も40
〜60ｔになるので特殊車両通行の申請が必要です。
通行経路・運搬車両によっても異なりますが、幅・
高さ（機械外形）の条件は許可される場合が多い
と思われます。積載物の重量においては、現在実
際に特殊車両の通行が許可されるのは25ｔ前後ま
でとなるケースがほとんどのため、大口径の掘進機
の現場搬入は分割で現場搬入し現地での組立が
前提となるので分割運搬可能な機種を選定するこ
とが必要です（表－1、図－4、5、写真－1〜5）。

表−1　大型建設機械に関する各法律の比較

写真−1　工場での掘進機駆動部解体状況①

写真−2　工場での掘進機駆動部解体状況②

写真−3　解体された掘進機面板

写真−4　現場での掘進機駆動部吊り下し状況
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